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パーソナルコンピュータによる極限情報部理―スヵ－ト形状･･･描画
放送大タ(in 田申鶴代',吊莉学徳短大　桑村典子．
都立訟･り短大　川端博3-,放差大学　○洒井豊子

　目的　同じ｀パ7ーンを用いT 乱布・遣いi:よ'). 出床上乙衣限形状が｀亥化すｉこヒは

よく知られており、布・)物怖値と衣限形がとめ関係につヽヽT は多く・)研究報をが｀ある.し

ヵヽし,あるデザイン画を.もといf ターン／を起こす場合に.用い;る布につ丿て様々な物性値

が｀ﾇ･降されにとしても、デザイソパタ-ン(:/;d之られるフレアー量、ギャザー量などを決

める情雅と(ふなっておらず、これらの量lま紅験的に浹められてぃろ．まに衣服形蔵・)特

徴を鮨直などいより表わしにヒしても．それらから具体的なシ､レエヽ、卜形状をイメージす

ぷこヒはざ可能で函る．本研宛では、布と二な月豚多ﾎり)聊系の視覚的理解を助けることを目

的とし、用･ヽゐ寿●･物性値の入力により、出来上るスカート乙ﾌ)いレエット形状を．ディス
プレイ上.に塔出す■iコンビ、―タプロブラAを作戦する．

　方法(D名趨．序を用いTｷﾞ｀ヤザースカ- hを作成ボディーに着装して掃影けこ写凛

上わう、ン･レエット形吠を特教づけゐ寸債左測定．＠写薦包観察し．脇線哨乍る酌稗､り式

を決曳．②布一剛軟度、質量、享^を測衆し、奎回帰分析により、／､し／i..。卜に関すi寸

汰値をこれらのタ流値を用いて表わオ回帰喊をボめる．

　結果ギャザースカートの正面から。y Iレエ､．トドおいて. 脇線とｱ･描くカーブは、ウェ

ストからヒップまでは円弧. それより下Iま直線で止似､で^ る．岑、剛軟曳は、名種3則定法

のうち斗ジカンヤレバ去によ^ヨコ方向･･･測赳査吠　ン･レエヽツトに関する寸汰値と最も柏

関び大? vヽ.剛軟度、質量、厚<? の刺定値を入力することによ')、スカートのンIレX ット
形状をディスプレイ上に損出するプログラム､を作政□'こ．
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布の帯電性測定用実験教具の開発

愛知教育大　　日下部　信幸

　目的　家庭科の学習では、身近な生活の中で何気なく起こっ

ている現象に気付き、これを科学的に確かめ、生活に生かして

いく態度を身に付けさせることが大切である。このために、身

近な材料で容易に作れる実験教具を工夫し、短時間で観察的に

調べられる方法を確立する必要がある。日常生活の中で起こる

現象の１つに被服の帯電性があるが、本研究は布の摩擦帯電性

を観察的に分かりやすく測定できる実験教具を開発した結果に

ついて報告する。

　方法　電子天秤やミニスケール（ポケッタブルスケール）は

受け皿の目方を荷重センサーで感知してデジタル表示するもの

であるが、この受け皿に帯電した布を近ずけると、帯電量に応

じて受け皿が軽くなってマイナス表示することに着目して図１

に示す帯電性測定用実験教具（電子天秤法）を製作する。

　結果　1,電子天秤法によって、帯電力に関するクーロンの法

則性が確かめられる。2,帯電性の大きい繊維はポリエステル、

毛、アクリルなどで、特にポリエステルは帯電時間が長く、毛

アクリルは短い。3.電子天秤やミニスケールが無い場合は、簡

単な吸着分離法（BI2）によっても量的に測定できる。

ししゅう枠

木枠

一電子天秤

図１　電子天秤法

図２　吸着分離法
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